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小鳥の声を聞く会(2003年5月11日)

探
鳥
会
前
夜

宮
野
典
夫

五
月
は
さ
わ
や
か
な
季
節
で

す
｡
ま
た
､
多
く
の
動
物
や
植
物

も
活
動
を
始
め
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
｡大

町
山
岳
博
物
館
で
は
｢
小
鳥

の
声
を
聞
く
会
｣
を
二
〇
年
以
上

開
催
し
て
い
ま
す
｡
本
年
も
五
月

十
一
日
に
実
施
し
ま
し
た
｡
前
日

に
先
生
方
と
打
合
せ
を
兼
ね
て
市

内
の
居
酒
屋
で
懇
談
を
し
ま
し

た
｡｢

最
近
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
が
多
く
な
り

キ
セ
キ
レ
イ
が
少
な
く
な
っ
た
｡
｣

｢
学
校
の
体
育
館
や
橋
の
下
に
た

く
さ
ん
見
か
け
た
イ
ワ
ツ
バ
メ
が

め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
｡
｣

｢
高
瀬
川
に
サ
ギ
が
多
く
な
っ

た
｡
｣

な
ど
の
話
題
が
飛
び
出
し
'
良
い

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
｡

小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
婚
姻
色
は

情
報
発
信
で
あ
り
'
お
互
い
に
取

り
交
わ
す
情
報
が
子
孫
を
残
す
繁

殖
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
｡
ま
た
､
居
酒
屋
で

の
話
題
は
鳥
類
が
人
類
に
対
し
て

の
情
報
発
信
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
｡
こ
れ
を
受
け
た
人
間
側
は

鳥
類
に
何
ら
か
の
返
信
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
副
館
長
)
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大町第一中学校生徒の爺ケ岳登山行動中における健康状態の比較
2002.8.22-23　大町第一中学校2学年4班

場所 ��Y$ｨﾋB�凭)'(抦壺�劔nｨ5�ｧ亥)+��劔���)6�(ﾏｲ���
小屋到着直後i小屋到着10分後 劔山頂到着直後i山頂到着10分後 

標高 �����ﾒ��#Cユﾒ�剴#cc偵��剴�3C�ﾒ�

気圧 ��都SV����剴s3妹���剴ツF����

気温 ����剪�剪�

時刻 田｣3����C｣#R���C｣3R�涛｣CR�涛｣SR���S｣���

生徒 �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�SpO2 �7��)^2��P.R.最高値 �����ﾜY.�&ﾂ�P.R.最高. 儖Xﾖﾂ�
(%) 宙�����(%) 宙��ﾉZ｢��(%) 宙�����(%) 宙��兒｢��(%) 宙���｢��(%) 宙���｢��最高値(%) 俐Y.�&ﾆ窒S��経信の差 宙��ﾉZ｢��(回l分) 俐Y.�,ﾈﾛr�

1 涛b�96 ��128 �� 涛"�92 塔b�75 涛R�108 涛b�86 ����128 都R�53 ��

2 ��115 涛2�163 涛2�150 涛R�125 涛"�111 涛R�150 涛R�92 �2�163 �����52 ��

3 涛��89 涛B�128 涛B�118 涛��109 涛��89 涛r�122 涛��90 唐�128 塔��39 ��

4 涛R�82 涛B�93 涛"�94 涛b�120 涛B�79 涛R�105 涛b�92 釘�120 都��41 凭)'(抦夐9�(Xﾎ8+X-�.ｨ*鋳�

5 涛B�80 涛2� 塔B�100 涛B�94 涛b�97 涛R�123 涛b�84 ��"�123 塔��43 ��

6 涛b�81 涛2�131 ��100 涛"�110 涛b�91 涛B� 涛b�92 釘�131 塔��50 �:ｩ,�*�.��

7 涛"� 涛R�141 塔�� 涛b�117 涛��105 涛r�117 涛r�88 湯�141 ���R�36 ��

8 涛�� 塔��110 涛"�120 涛B�94 涛��95 涛R�107 涛��89 ����120 涛B�26 ��

9 涛b�90 涛"�136 塔R�118 涛"�118 塔R�92 涛"�114 涛b�85 免ﾂ�136 涛��46 ��

10 涛��85 塔R�127 涛"�121 涛��102 涛��105 涛b�114 涛��85 ��2�127 塔R�42 ��

ll 涛��79 涛"�112 涛R�118 涛B�94 塔��73 涛R�110 涛��88 ����118 都2�45 ��

12 涛��70 涛��112 塔R�108 涛B�70 涛b�67 涛b�91 涛��85 ��B�112 田r�45 ��

13 涛��102 涛"�144 涛B�134 涛B�99 涛r�77 涛2�141 涛��92 澱�144 都r�67 ��

14 涛R�82 涛2�118 涛B�102 涛��85 涛R�62 涛b�100 涛b�91 迭�118 田"�56 ��

15 涛"�62 涛"�165 涛2�115 涛��74 涛B�92 涛b�102 涛b�91 迭�165 田"�103 ��

16 涛b�60 涛2�77 涛b�63 涛b�67 涛r�57 涛��74 涛��93 迭�77 鉄r�20 ��

17 涛��80 塔r�131 涛��128 涛��151 涛B�66 涛��119 涛��87 免ﾂ�151 田b�85 ��

18 ��78 涛��156 涛B�110 涛"�100 涛R�81 塔��110 涛��89 湯�156 都��78 ��

19 塔��88 涛R�112 涛R�89 涛R�90 涛R�75 涛r�75 涛r�88 湯�112 都R�37 ��

20 涛B�81 涛B�111 涛��106 涛b�103 涛R�100 涛r�87 涛r�90 途�111 塔��30 ��

21 涛r�96 涛b�112 涛"�114 涛"�93 涛R�100 涛r�101 涛r�92 迭�114 涛2�21 ��

22 涛��96 涛B�134 �� 涛��125 涛��118 涛b�137 涛b�90 澱�137 涛b�41 ��

23 涛��87 涛B�134 涛b�70 塔��101 涛��90 涛B�130 涛��88 ����134 都��64 ��

24 涛��71 涛B�115 涛R�111 涛b�93 涛B�77 涛b�87 涛��94 釘�115 都��44 ��

25 涛b�82 涛"�112 涛R�85 涛"�92 涛2�77 涛b�107 涛b�92 釘�112 都r�35 ��

26 涛R�100 涛b�160 涛"�162 涛2�97 涛2�94 涛r�94 涛r�92 迭�162 涛B�68 ��

27 ��74 涛��110 涛B�108 �� �� 涛r�98 涛r�91 澱�110 都B�36 ��

28 ��80 涛��140 涛"�118 �� �� 涛r�118 涛r�91 澱�140 塔��60 ��

平均値 涛R縱��84.08 涛"縱��126.37 涛"��"�110.48 涛"ﾃ�"�100.58 涛"繝R�86.35 涛R經r�108.93 涛r��r�89.54 途經B�128.75 塔���r�48ー68 ��

最高値 涛��115 涛��165 涛b�162 涛b�151 涛r�118 涛��150 涛��94 ��B�165 �����103 ��

最低値 塔��60 塔R�77 塔B�63 塔��67 塔R�57 塔��74 涛R�84 �2�77 鉄r�20 ��

北
ア
ル
プ
ス
登
山
が
か
ら
だ
に
与
え
る
影
響
②

柳

　

澤

　

昭

　

夫

高
地
順
応
に
つ
い
て

気
圧
の
低
下
に
と
も
な
い
､
酸
素
摂
取
量
が
減
少

し
､
そ
の
結
果
か
ら
だ
は
さ
ま
ざ
ま
に
反
応
す
る
｡

低
圧
環
境
に
適
応
す
る
た
め
､
酸
素
摂
取
量
が
増
加

し
た
り
､
摂
取
し
た
酸
素
を
有
効
的
に
利
用
す
る
能

力
が
高
ま
る
｡
こ
の
こ
と
を
高
地
順
応
と
呼
び
反
対

に
酸
素
不
足
に
起
因
す
る
負
の
反
応
は
障
害
と
な
っ

て
出
現
す
る
｡
こ
れ
を
高
所
障
害
と
い
う
｡
頭
痛
､

吐
き
気
'
倦
怠
感
､
不
眠
等
か
ら
重
篤
な
場
合
は
肺

水
腫
､
脳
浮
腫
'
血
栓
症
な
ど
で
場
合
に
よ
っ
て
は

短
時
間
で
死
に
至
る
｡

酸
素
摂
取
を
確
保
す
る
た
め
に
見
ら
れ
る
反
応
は

換
気
量
の
増
加
､
つ
ま
り
呼
吸
の
深
化
と
量
の
増
加

で
あ
る
｡
し
か
し
こ
の
順
応
に
は
矛
盾
が
あ
っ
て
最

大
呼
吸
に
近
い
と
こ
ろ
に
達
す
る
と
酸
素
摂
取
量
も

増
加
す
る
が
､
呼
吸
筋
が
消
費
す
る
酸
素
量
が
増
加

し
､
む
し
ろ
摂
取
量
の
増
加
分
を
超
え
て
呼
吸
筋
消

費
量
は
増
す
の
で
効
率
が
悪
い
｡

肺
胞
内
は
水
蒸
気
で
飽
和
状
態
に
加
湿
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
排
出
さ
れ
た
C
0
2
も
残
留
し
て
い
る
の

で
大
気
中
よ
り
酸
素
濃
度
が
低
い
　
(
酸
素
分
圧
も
低

い
)
｡
呼
吸
を
深
化
す
れ
ば
(
例
え
ば
深
呼
吸
の
よ

う
に
)
C
0
2
が
よ
り
排
出
さ
れ
､
そ
の
分
酸
素
分

圧
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
'
こ
こ
に
も

矛
盾
か
あ
っ
て
呼
吸
中
枢
は
C
0
2
を
セ
ン
サ
ー
に

し
て
い
る
の
で
､
C
0
2
が
排
出
さ
れ
る
と
呼
吸
中

枢
は
呼
吸
の
抑
制
に
働
く
｡
つ
ま
り
C
0
2
を
排
出

し
す
ぎ
る
と
､
過
呼
吸
症
候
辞
に
陥
る
危
険
が
あ
る

が
､
高
所
に
順
応
す
れ
ば
､
二
･
三
D
P
G
な
ど
が

排
出
さ
れ
て
呼
吸
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

酸
素
の
運
搬
能
力
を
高
め
る
た
め
高
所
に
滞
在
す

る
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
増
加
す
る
｡
血
液
中
に
含
ま

れ
る
赤
血
球
の
体
積
比
(
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
)
は

高
地
へ
登
る
と
三
日
後
位
か
ら
増
加
し
は
じ
め
る
平

地
で
は
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
が
四
〇
%
位
な
の
に
対

し
て
五
〇
%
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
｡
し
か
し
こ
こ

に
も
矛
盾
が
あ
っ
て
赤
血
球
が
増
え
る
と
血
液
の
粘

性
が
増
し
血
液
の
流
れ
の
抵
抗
が
大
き
く
な
り
心
臓

の
負
担
が
増
す
｡
い
う
な
れ
ば
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に

な
っ
て
血
管
内
を
流
れ
に
く
く
な
る
｡
場
合
に
よ
っ

て
は
血
栓
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
る
｡

毛
細
血
管
網
の
発
達
､
細
胞
に
お
け
る
酸
化
酵
素

の
活
性
化
､
ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
の
増
加
な
ど
は
最
終
的

に
矛
盾
し
な
い
順
応
と
い
え
よ
う
｡
た
だ
し
､
こ
う

し
た
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
適
応
に
は
時
間
が
か
か
る
｡

し
か
し
'
適
応
の
消
失
に
も
時
間
が
か
か
る
｡

日
常
持
久
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
計
画
的
に
実
施
す

れ
ば
心
臓
の
抽
出
能
､
肺
の
換
気
能
､
血
管
機
能
の

発
達
を
促
し
､
同
時
に
細
胞
(
組
織
)
レ
ベ
ル
で
の

酸
素
の
摂
取
能
力
が
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
｡
近
代
は
高
地
環
境
の
こ
う
し
た
身
体
へ
の
影
響

を
利
用
し
て
持
久
的
ス
ポ
ー
ツ
で
は
高
地
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
｡

参
加
者
の
個
人
差
に
つ
い
て
考
察
す
る

市
民
登
山
の
参
加
に
つ
い
て
は
バ
ス
で
来
た
が
､

中
房
の
登
山
口
(
一
四
四
五
m
'
八
三
七
蹴
)
で

低
酸
素
環
境
の
影
響
を
受
け
､
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
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表2　大町市民登山参加者の燕岳登山行動中における健康状態の比較
2002.8.4-5　第52回大町市民登山

場所 剪�[登山口出発前 刮克R荘 刮濠x山頂 剞¥房登山口到着後 � 

標高 �1445m �2704m �2762.9m �1445m 

気圧 �837hPa �733hPa �731hPa �852hPa 
÷白 ヌーし′nn �25℃ �28℃ �12℃ �27℃ 

時刻 �8:00 �14:30 �7:30 �15:30 儡p02 剳��"��剞�ｪ 摂取量(i) 

参加者 ��ｹ¥｢�年齢 �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�P.R. �7��"�P.R. 俐Xﾘ)&ﾂ�最偲値 �;R�最高値 俐Y.�.2�羞 
(チ) 窒R��(回/分) 窒R��(回/分) 窒R��(回l分) 窒R��(回/袷) 窒R��(%) �(回I分) 宙���｢��

1 �&｢�70 涛b�76 涛��109 涛B�101 涛B�110 涛b�90 澱�110 都b�34 釘�

2 �&｢�50 涛R�73 塔b�116 塔b�88 涛2�74 涛R�86 湯�116 都2�43 迭縒�

3 �&｢�79 塔2�105 塔��86 塔B�59 涛B�88 涛B�80 ��B�105 鉄��46 �"�

4 傚r�52 涛R�69 涛2�85 涛"�87 涛b�74 涛b�92 釘�87 田��18 �2�

5 傚r�56 涛��63 塔��76 塔��83 涛r�80 涛��80 ����83 田2�20 �"紕�

6 傚r�53 涛R�87 涛2�108 塔r�113 涛��94 涛��87 免ﾂ�113 塔r�26 �2絣�

7 �r�50 涛2�79 塔��105 涛��97 涛R�94 涛R�89 澱�105 都��26 迭絣�

8 �&｢�29 涛b�95 涛��90 涛��78 涛B�75 涛b�90 澱�95 都R�20 澱�

9 �&｢�62 涛b�106 塔r�121 涛B�115 涛b�107 涛b�87 湯�121 ���b�15 釘���

10 傚r�61 涛b�81 涛"�92 塔R�92 涛R�90 涛b�85 免ﾂ�92 塔��ll �2���

ll 傚r�50 涛��74 涛B�98 涛"�92 涛r�98 涛��92 澱�98 都B�24 �2絣�

12 傚r�50 涛��82 涛B�125 涛B�124 涛r�110 涛��94 釘�125 塔"�43 �2繧�

13 傚r�58 涛b�78 塔��110 塔r�90 涛2�90 涛b�87 湯�110 都��32 澱�

14 傚r�55 涛��88 涛R�98 塔��105 涛��105 涛��88 免ﾂ�105 塔��17 �"�

15 �&｢�38 涛b�78 涛"�98 涛B�82 涛R�96 涛b�92 釘�98 都��20 澱�

16 �&｢�58 涛"�63 涛"�68 塔r�60 涛R�74 涛R�87 唐�74 田��14 �"縒�

17 傚r�54 涛��67 塔��86 涛��92 涛b�94 涛��89 湯�94 田r�27 �"繧�

18 �&｢�54 涛B�76 涛��88 塔B�95 涛R�107 涛R�84 免ﾂ�107 都b�31 釘�

19 傚r�52 涛��63 塔��90 塔"�89 涛r�87 涛��82 ��b�90 田2�27 �"絣�

20 傚r�58 涛��74 涛B�100 涛B�102 涛B�100 涛��94 釘�102 都B�28 �2�2�

21 �&｢�66 涛R�100 涛��114 涛"�121 涛��105 涛R�90 迭�121 �����21 釘�2�

22 �&｢�26 涛b�76 涛��105 塔��76 涛b�102 涛b�89 途�105 都b�29 釘絣�

23 傚r�46 涛B�99 涛2�110 涛"�96 涛r�96 涛r�92 迭�110 涛b�14 ��縒�

24 �&｢�14 涛��83 涛B�105 涛"�81 涛r�90 涛��92 澱�105 塔��24 �"�

25 �r�10 涛b�92 涛��113 涛b�109 涛��100 涛b�90 澱�113 涛"�21 ��纈�

26 �r�68 涛b�98 塔r�125 塔r�115 涛2�108 涛b�87 湯�125 涛��27 釘�

27 傚r�43 涛b�90 塔�� 涛B�102 涛R�118 涛b�88 唐�118 涛��28 �2縒�

28 傚r�65 涛b�87 都��110 涛B�107 塔�� 涛b�79 ��r�110 塔r�23 澱絣�

29 �&｢�60 涛b�98 涛"�102 塔��109 涛B�85 涛b�89 途�109 塔R�24 �2絣�

30 �&｢�37 涛r�83 涛2�90 涛R�100 涛r�81 涛r�93 釘�100 塔��19 澱�

31 �r�66 涛b�71 塔2�102 塔"�107 塔��93 涛b�81 ��R�107 都��36 釘�

32 傚r�46 涛��80 涛b�116 涛R�105 涛��115 涛��95 �2�116 塔��36 �2���

33 �&｢�45 涛R�75 涛��113 塔b�92 涛b�80 涛b�86 ����113 都R�38 釘�2�

平均値 辻�50.9 涛R縒�82.1 塔偵��101.7 塔偵��95.9 涛B絣�94.4 涛b絣�88.1 唐紕�105.5 都偵B�26.1 �2繧�

最高値 辻�79 涛��106 涛b�125 涛b�124 涛��118 涛��95 ����125 ���b�46 澱絣�

最低偵 辻�10 塔2�63 都��68 塔"�59 塔��74 涛B�79 �2�74 鉄��ll ��縒�

(
s
p
o
2
)
が
最
低
は
八
三
%
で
あ
っ
た
(
最
高

齢
者
で
あ
っ
た
)
｡
こ
の
人
は
燕
山
荘
で
八
〇
%
､

山
頂
で
八
四
%
と
低
か
っ
た
｡
行
動
も
遅
れ
が
ち
で

後
半
は
荷
物
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
｡
燕
山
荘
お
よ
び

山
頂
で
s
p
0
2
が
九
〇
%
以
下
に
な
っ
た
も
の
は

全
体
の
四
五
%
の
十
五
名
で
あ
っ
た
｡

比
較
的
高
齢
者
に
s
p
0
2
の
低
下
し
て
い
る
者

が
い
た
｡
高
齢
に
な
る
と
気
圧
の
低
下
に
適
応
が
遅

れ
酸
素
飽
和
度
が
低
下
し
て
い
る
｡
燕
山
荘
(
二
七

六
四
m
､
七
三
三
f
)
で
最
低
七
九
%
の
人
が
い

た
が
一
泊
後
は
山
頂
で
九
四
%
ま
で
回
復
し
て
い

る
｡
十
分
適
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

第
一
中
学
校
生
徒
は
冷
池
小
屋
で
の
s
p
0
2
の

最
低
値
は
八
四
%
で
あ
っ
た
が
翌
日
山
頂
で
は
九

四
%
に
回
復
し
て
い
る
｡
冷
池
小
屋
で
九
〇
%
以
下

の
者
は
全
体
の
一
七
･
八
%
の
五
人
で
あ
っ
た
｡
市

民
登
山
参
加
者
の
全
体
の
四
五
%
よ
り
明
ら
か
に
少

な
い
｡
高
地
へ
順
応
力
が
高
い
と
い
え
よ
う
｡

冷
池
小
屋
へ
一
泊
後
､
翌
日
の
爺
ケ
岳
山
頂
で
は
､

心
拍
数
が
平
均
で
二
〇
%
有
意
に
低
下
し
て
い
る
｡

最
高
一
六
二
/
･
m
把
の
者
は
九
四
/
･
m
拍
､
一
五

〇
/
･
m
把
か
ら
一
二
/
･
晋
へ
著
し
い
低
下
が

見
ら
れ
た
｡

中
学
生
は
中
高
年
齢
登
山
に
比
べ
て
環
境
へ
の
適

応
､
疲
労
回
復
が
早
い
か
も
し
れ
な
い
｡

二
〇
〇
〇
m
級
の
山
で
重
篤
な
高
山
病
で
あ
る
肺

水
種
な
ど
の
発
症
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
｡
肺
水

腫
､
脳
浮
種
の
発
症
要
因
は
､
低
酸
素
環
境
､
疲
労
､

寒
冷
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
う
し
た
重
篤
な
高

山
病
は
s
p
0
2
が
急
激
に
七
〇
%
以
下
に
低
下
す

る
｡
末
梢
動
脈
酸
素
飽
和
度
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー

タ
ー
で
簡
便
に
計
る
こ
と
が
で
き
る
｡
S
p
0
2
を

測
定
し
､
体
調
､
食
欲
､
ル
イ
ズ
ス
コ
ア
(
高
山
病

を
判
断
す
る
簡
単
な
調
査
表
)
な
ど
と
合
わ
せ
観
察

し
､
健
康
管
理
に
供
す
る
こ
と
は
今
回
の
よ
う
な
集

団
登
山
の
健
康
管
理
に
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
｡水

分
の
摂
取
に
つ
い
て

夏
山
登
山
で
は
､
気
温
が
高
く
､
直
射
日
光
の
影

響
も
強
い
｡
ま
た
登
山
は
､
荷
物
背
負
っ
て
坂
道
を

登
る
身
体
に
か
か
る
負
荷
の
大
き
い
運
動
で
あ
り
､

発
汗
量
が
多
い
｡

呼
吸
に
よ
っ
て
肺
の
内
へ
入
っ
た
空
気
は
加
湿
さ

れ
､
水
蒸
気
で
湿
度
一
〇
〇
%
の
飽
和
状
態
に
な
る
｡

空
気
は
気
温
の
低
下
に
と
も
な
っ
て
飽
和
水
蒸
気
量

は
低
く
な
る
｡
一
般
的
に
冷
た
い
空
気
ほ
ど
水
蒸
気

量
が
少
な
い
と
考
え
て
い
い
｡
肺
の
中
へ
入
っ
た
空

気
は
冷
た
い
空
気
で
も
体
温
ま
で
温
め
ら
れ
加
湿
さ

れ
る
｡
加
温
､
加
湿
さ
れ
た
空
気
が
呼
吸
の
度
に
排

出
さ
れ
る
の
で
､
呼
気
が
体
外
へ
持
ち
出
す
水
分
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
'
呼
吸
換
気
量
が
多
く
な
る
ほ
ど
､

多
量
に
喪
失
す
る
｡

登
山
は
､
平
地
の
運
動
よ
り
､
低
酸
素
環
境
の
影

響
で
呼
吸
量
が
多
い
｡
呼
気
が
排
出
す
る
水
分
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
膨
大
で
そ
の
上
発
汗
に
よ
る
水
分
の
喪

失
も
加
わ
る
｡

水
分
の
不
足
は
'
血
液
の
粘
性
が
増
加
し
､
血
流

抵
抗
の
増
大
に
よ
っ
て
心
臓
に
負
担
を
か
け
る
｡
さ

ら
に
不
足
す
る
と
体
温
が
上
昇
し
'
日
射
病
や
脱
水

症
'
熱
中
症
と
な
っ
て
場
合
に
よ
っ
て
は
生
命
の
危

機
に
か
か
わ
る
｡

発
汗
と
呼
気
に
よ
っ
て
喪
失
す
る
水
分
は
大
量
で

あ
る
か
ら
水
分
の
補
給
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'
ど
の
位
水
分
を
取
っ
て
い
る
か
､
味
噌
汁
､

ジ
ュ
ー
ス
､
コ
ー
ヒ
ー
､
お
茶
な
ど
､
食
事
､
休
息

な
ど
あ
ら
ゆ
る
所
で
取
っ
た
｡
市
民
登
山
参
加
者
に

一
日
の
水
分
量
を
自
己
申
告
で
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
｡
正
確
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
目
安
に
な
る
と
考

え
て
い
る
｡
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1泊2日の夏山登山での水分摂取量を調べるため､市民登山参加者に2日間の水分量を自己申告してもらった｡休憩中に飲んだ水やジュース類

のほかにも､食事中のお茶や味噌汁などあらゆる水分を記録した｡

この｢山と博物館｣は再生紙を使用し､石油溶剤の代わりに大豆油を使用した大豆インキで印刷しています｡

一
日
の
平
均
摂
取
量
は
三
･
八
考
で
あ
っ
た
｡

ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
の
高
峰
登
山
で
は
一
日
の
摂
取
量
を

六
i
と
し
て
い
る
｡
イ
ギ
リ
ス
隊
エ
ベ
レ
ス
ト
登

山
に
お
け
る
成
功
要
因
の
最
大
の
も
の
は
水
六
p

/
日
と
っ
た
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
｡
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
'
三
･
八
才
は
十
分

な
量
と
は
い
え
な
い
｡

水
分
摂
取
量
に
つ
い
て
は
､
飲
み
た
い
だ
け
摂
取

し
て
も
激
し
い
運
動
時
で
は
不
足
し
､
｢
も
う
嫌
｣

と
い
う
ほ
ど
摂
取
し
て
適
切
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
｡

こ
の
こ
と
か
ら
推
し
計
る
と
､
三
･
八
g
は
不

足
し
て
い
る
｡
最
大
に
摂
取
し
た
者
の
六
･
五
e
i
,

が
標
準
値
に
な
る
位
摂
取
し
た
い
｡
最
低
摂
取
量
は

一
･
七
i
で
あ
っ
た
が
､
一
･
七
p
/
日
で
は
極

端
に
不
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
､
脱
水
症
状
が
疑

わ
れ
る
｡
水
一
考
は
一
重
行
動
中
一
一
･
〟
,
以
上
の

水
筒
を
持
ち
に
く
い
こ
と
が
水
分
摂
取
の
不
足
す
る

最
大
要
因
と
考
え
ら
れ
る
が
､
呼
気
に
よ
る
水
分
の

喪
失
は
不
感
蒸
発
と
い
い
発
汗
ほ
ど
水
分
の
喪
失
を

感
じ
な
い
側
面
も
あ
る
｡
つ
ま
た
､
行
程
の
中
で
水

場
が
少
な
く
水
を
補
給
で
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
｡

こ
と
に
山
中
は
用
を
足
す
の
に
不
便
で
あ
る
｡
女

性
は
と
く
に
不
都
合
で
あ
る
か
ら
'
ト
イ
レ
を
我
慢

す
る
傾
向
に
あ
り
'
ど
う
し
て
も
水
分
の
摂
取
を
控

え
が
ち
で
あ
る
｡

で
き
得
る
な
ら
ば
'
朝
夕
の
食
事
に
十
分
摂
取
し
､

六
°
.
,
/
日
は
摂
取
し
た
い
｡
水
分
の
多
い
食
事
､

果
物
､
ス
ー
プ
な
ど
で
多
量
に
取
る
｡
炭
水
化
物
や

脂
肪
は
'
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
の
過
程
を
経
て
水
と
炭

酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
多
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
れ
ば
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
水
も
多
い
｡

熱
中
症
の
予
防
､
血
液
粘
性
の
低
下
:
心
臓
負
担

の
軽
減
の
た
め
に
水
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
｡
高
山
環
境
が
与
え
る
負
荷
の
軽
減
､
高
山
病
対

策
､
疲
労
回
復
に
は
､
十
分
な
水
分
摂
取
し
か
な
い

と
い
え
る
ほ
ど
水
分
摂
取
は
重
要
で
あ
る
｡
欲
し
い

だ
け
飲
ん
で
も
現
実
に
は
水
分
不
足
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
運
動
生
理
学
の
研
究
者
も
い
る
｡

異
常
に
多
量
な
発
汗
な
ど
水
分
の
喪
失
が
多
量
で

あ
る
場
合
､
多
量
の
水
の
補
給
に
よ
っ
て
体
液
の
電

解
質
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
も
あ
る
｡
水
と
一

緒
に
塩
分
を
少
々
補
給
す
る
こ
と
は
有
効
だ
ろ
う
｡

た
だ
し
水
分
の
補
給
が
な
け
れ
ば
体
液
濃
度
が
上
昇

し
て
い
る
と
き
､
さ
ら
な
る
塩
分
の
補
給
は
体
液
濃

度
を
さ
ら
に
上
昇
さ
せ
る
｡

単
純
な
水
の
補
給
と
電
解
質
成
分
の
入
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で
の
水
分
補
給
を
五
〇
〇
〇
m
走
で

比
較
し
た
実
験
で
は
､
記
録
に
差
は
な
か
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
｡

①
水
を
与
え
な
い
も
の
､
②
好
き
な
だ
け
摂
取
し

た
も
の
､
③
必
要
水
分
量
を
強
制
的
に
飲
ま
せ
た
も

の
､
以
上
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
五
〇
〇
〇
m
走

の
記
録
は
ど
う
な
る
か
の
実
験
で
は
､
強
制
的
に
必

要
と
推
測
さ
れ
る
量
と
飲
ま
せ
た
グ
ル
ー
プ
③
が
良

い
結
果
を
出
し
た
｡

登
山
に
お
け
る
水
分
の
摂
取
は
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
｡
し
か
し
､
研
究
事
例
も
少
な
い
｡
今
後

の
課
題
と
い
え
よ
う
｡

集
団
登
山
､
中
高
年
登
山
の
運
動
強
度
に
つ
い
て

調
査
研
究
事
例
は
少
な
い
｡

仮
に
運
動
強
度
が
高
く
疲
労
が
大
き
い
の
で
あ
れ

ば
､
血
中
乳
酸
値
は
上
昇
す
る
は
ず
で
あ
る
｡
そ
こ

で
昨
年
､
大
町
山
岳
博
物
館
友
の
会
会
員
の
鹿
島
槍

ヶ
岳
登
山
参
加
者
を
対
象
に
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
の
測
定
と
と
も
に
血
中
乳
酸
値
に
つ
い
て
測
定
し

た
｡

こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
現
在
'
長
野
県
立
こ
ど
も

病
院
(
南
安
曇
郡
豊
科
町
)
　
の
井
口
真
理
先
生
が
整

理
･
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
で
今
後
あ
ら
た
め
て
本

誌
面
に
て
発
表
し
た
い
｡

【
お
わ
り
一

(
大
町
山
岳
博
物
館
館
長
)

お
知
ら
せ

大
町
山
岳
博
物
館
で
は
穂
苅
三
寿
雄
作
品
展
｢
北

ア
ル
プ
ス
黎
明
｣
を
開
催
し
ま
す
｡
ぜ
ひ
ご
高
覧
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
｡

漢
期
　
間
　
六
月
八
日
(
日
)
か
ら
七
月
六
日
(
日
)

※
会
期
中
に
休
館
日
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

■
時
　
間
　
午
前
九
時
-
午
後
五
時

(
入
館
は
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で
)

臆
内
　
容
　
槍
岳
山
端
と
檎
沢
口
ッ
ヂ
の
創
設
者

で
'
山
岳
写
真
家
と
し
て
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
穂
苅
三
寿
雄
の
モ
ノ
ク
ロ

写
真
六
十
七
点
を
展
示
｡

臆
入
場
料
　
作
品
展
の
見
学
は
無
料
｡

ま
た
'
山
岳
博
物
館
で
は
毎
週
土
日
曜
と
祝
日
に
､

｢
山
博
お
も
し
ろ
ミ
ニ
ゼ
ミ
｣
を
開
催
し
て
い
ま
す
｡

内
容
に
つ
い
て
は
｢
広
報
お
お
ま
ち
｣
や
大
町
市

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
｢
大
町
@
F
a
n
｣
で
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
｡
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
サ
ー

ビ
ス
は
､
大
町
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
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